
強靱化を推進する施策

1-1 女性の活躍の推進
［E-3］

1-2 地域コミュニティの維持･発展･再構築
［A-1,A-2,A-4,B-1,D-2,E-1,E-3,G-1］

1-3 都市間連携の推進
［C-2,D-2,E-1,E-3］

１.つながりを大切にしたまちづくり

2-1 学校教育体制及び学習環境の充実
［E-4］

2-2 学校教育内容の充実
［A-1,A-2,B-1,C-2,D-2］

2-3 文化財保護･活用の充実、伝統文化活動
団体の育成支援
［H-6］

２.学びあいのまちづくり

3-1 幼児教育・保育環境の整備
［A-1,A-2,E-3,E-4,H-5］

3-2 児童援護の推進
［E-4］

3-3 子育て支援および子育ち支援の充実
［A-1,E-3,E-4,H-5］

3-4 妊娠期からの切れ目ない支援の推進
［E-4］

3-5 生活支援の推進
［A-1,A-2,E-3］

3-6 保健事業の推進
［B-2,B-3］

3-7 医療受診体制の充実
［A-1,A-2,A-3,B-2］

３.ささえあいのまちづくり

4-1 土地利用計画の策定と推進
［A-1,B-1,C-1,C-2,D-2,G-1,G-2,H-1,H-3］

4-2 市街地の整備
［H-3］

4-3 道路・橋梁の整備と維持管理
［A-1,A-2,A-3,A-4,B-1,B-2,C-1,C-2,D-2,

E-1,F-1,H-1,H-2］

4-4 上水道の整備と維持管理
［B-3,D-2,E-2,H-2］

4-5 下水道の整備と維持管理
［B-3,D-2,E-2,H-2］

4-6 公園の整備と維持管理
［A-1,G-1,H-1］

4-7 災害への対応
［A-1,A-2,B-1,C-1,C-2,G-2,H-1,H-2］

4-8 公共交通網の充実
［A-3,C-1,C-2,H-2］

４.住みやすく緑豊かなまちづくり

5-1 農業基盤の強化推進
［F-1,H-4］

5-2 企業誘致の推進
［F-1］

5-3 雇用・就労の促進
［F-1,H-5］

5-4 経営基盤強化および生産性向上に対する
支援の推進
［F-1］

５.活気に満ちたまちづくり

6-1 強靱な危機管理体制の整備
［D-2］

6-2 災害への備えの充実
［A-1,A-2,A-3,A-4,B-1,B-2,C-2,C-3,

D-1,D-2,E-1,E-3,G-1,H-3,H-4,H-5］

6-3 消防体制の充実
［A-1,A-2,A-3,A-4,B-1,C-3,D-1,D-2,G-1］

6-4 感染症への備えの充実
［B-2,B-3］

6-5 空家等対策の推進
［A-1,D-1,D-2,G-1,H-1,H-3］

6-6 市民相談の推進
［E-1,F-1］

6-7 防犯体制の充実
［C-2,D-1,E-3］

６.安全で安心してくらせるまちづくり

4-9 生活環境の維持と保全
［A-2,B-3,D-2,E-2,F-1,G-3］

4-10 ごみの適正処理、循環型社会の推進
［H-1］

4-11 住宅対策の推進
［D-1,D-2,G-1,H-1,H-3］

4-12 自然環境の保全と活用
［G-2,H-4］

4-13 緑の保全と創出
［A-1,B-1,C-1,C-2,D-2,G-1,G-2,H-1,H-3］

４.住みやすく緑豊かなまちづくり

計-1 施設の活用、長寿命化の推進
［A-1,A-4,C-1,D-2,E-4,H-1,H-3,H-5］

計-2 公共サービスの提供における市民(民間)と
行政の役割分担
［D-2,E-3,H-5］

計-3 多様な主体による協働の推進
［D-2］

計-4 人材育成の推進
［D-2］

計画の実現に向けて（行財政運営の指針）

［ ］内は対応するリスクシナリオ

（4-9～4-13）

（4-1～4-8）

入間市国土強靭化地域計画は、

大規模自然災害等が発生しても、

被害を最小限に抑え、迅速に復旧・復興できる、

強さとしなやかさを備えた地域・経済社会の構築に向けて、

強靭化の取組を推進するために策定しました。

入間市国土強靱化地域計画は、入間市ホームページで閲覧することができます。

URL http://www.city.iruma.saitama.jp/

入間市危機管理課 04-2964-1111（代）TEL FAX 04-2964-7818お問い合わせみんなでつくる 災害にも強く、住みよいまち

入間市の強靱化



事前に備えるべき目標 No. 起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）

A
被害の発生抑制により
人命を保護する

A-1 火災や建物等の倒壊等により、多数の死傷者が発生する事態

A-2
異常気象（浸水・竜巻）や大規模な土砂災害等により、多数の死傷者が
発生する事態

A-3 列車の転覆等の交通機関の被害により、多数の死傷者が発生する事態

A-4 災害対応の遅延等により、多数の要救助者・行方不明者が発生する事態

B
救助・救急・医療活動に
より人命を保護する

B-1 救助・捜索活動が大量に発生し、遅延する事態

B-2 医療需要が急激に増加し、医療機能が麻痺・停止する事態

B-3 ライフラインの停止等により、地域の衛生状態が悪化する事態

C
交通ネットワーク、情報
通信機能を確保する

C-1 線路・道路などの交通ネットワークが分断・閉塞する事態

C-2 旅客や物資の輸送が長期間停止する事態

C-3
情報通信の途絶やアクセス集中による機能低下、情報の正確性が低下
する事態

D
必要不可欠な行政機能を
確保する

D-1 治安の悪化等により、警察需要が大幅に増加する事態

D-2 市の行政機能が低下する中で、応急対応行政需要が大量に発生する事態

E
生活・経済活動に必要な
ライフラインを確保し、
早期に復旧する

E-1 食料や日用品、燃料等の物資が大幅に不足する事態

E-2
電気・ガス等のエネルギー供給の停止や、上下水道が利用できない状態
が長期化する事態

E-3 地域活動の担い手不足等により、避難所等の生活環境が悪化する事態

E-4
保育所や学校等が再開されず、子どもの守られる環境や育つ環境が悪化
する事態

F
経済活動を機能不全に
陥らせない

F-1 産業の生産力が大幅に低下し、経済活動が停滞する事態

G 二次災害を発生させない

G-1 消防力の低下等により、大規模延焼が発生する事態

G-2 洪水抑制機能が大幅に低下する事態

G-3 危険物・有害物質等が流出する事態

H
大規模自然災害被災後
でも迅速な再建・回復が
できるようにする

H-1 大量に発生する災害廃棄物の処理が停滞する事態

H-2 市内の基盤インフラの崩壊等により、復旧・復興が大幅に遅れる事態

H-3
土地利用の混乱に伴い境界情報が不明確になり、復興事業に着手でき
ない事態

H-4 耕作放棄地等の荒廃地が大幅に増加する事態

H-5 労働力の減少等により、復旧・復興が大幅に遅れる事態

H-6
貴重な文化財や環境的資産の喪失等による有形・無形の文化財の衰退・
損失が発生する事態

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）

「入間市国土強靱化地域計画」の枠組み

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ)

大規模自然災害等の発生時に生じうる「最悪の事態」を、
事前に備えるべき目標ごとに設定（２６項目）

脆弱性評価

｢起きてはならない最悪の事態(リスクシナリオ)」
に対する現状の対策の実態と課題を整理

強靱化を推進する施策

リスクシナリオを回避・被害軽減するために必要な施策として、まちづくり指針
である「第６次入間市総合計画」と施策体系を一致させ、４１の施策を設定

計画の推進と進行管理

重要業績評価指標（KPI）の設定、及びＰＤＣＡサイクル
の考え方に基づいた進行管理の実施

【 詳細は次ページに掲載 】

【 詳細は裏表紙に掲載 】

強靱化推進のための基本目標

Ⅰ.市民の生命を最大限守ること

事前に備えるべき目標 （具体的な行動目標）

A．被害の発生抑制により人命を保護する
B．救助・救急・医療活動により人命を保護する
C．交通ネットワーク、情報通信機能を確保する
D．必要不可欠な行政機能を確保する
E．生活・経済活動に必要なライフラインを確保し、早期に復旧する
F．経済活動を機能不全に陥らせない
G．二次災害を発生させない
H．大規模自然災害被災後でも迅速な再建・回復ができるようにする

立川断層帯地震
（震度６強）

自然災害
の想定最大規模

Ⅳ.迅速な復旧・復興を可能とする備えをすること

Ⅱ.地域社会の重要な機能を維持し、生活・経済への影響をできる
限り軽減すること

Ⅲ.市民の財産及び公共施設の被害をできる限り軽減すること

平成28年(2016年)の大雪
（積雪22cm）

入間川等の氾濫
（２日間総雨量746mm）
大雨による土砂災害

国内最大級の竜巻

大 雪

風水害

地 震

竜 巻

関連する施策は次ページに掲載 ➡

国土強靱化とは

大規模自然災害等の発生時に生じうる「最悪の事態」を念頭に置き、事前防災・減災と迅速な
復旧・復興に資する施策を推進していくことで、「強さとしなやかさ」を備えた地域・経済社
会を構築することを目指すものです。


